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図3. 成田空港での速度の正味推力影響調査での騒音計配置

図4. 成田空港での過剰減衰の調査での騒音計配置

ある。とはいえ、この計算推定においても、機種
別・エンジン別の計算用係数を必要とするが、最
近の航空機によってはこれらの係数そのものも
得ることが難しい状況にある。そこで予測精度を
担保するためには、現状で得られる観測値をもっ
て、騒音値を補正する必要性があると考え、その
ための検証が必要と考えた。特に離陸滑走中は速
度、エンジンパラメータの変化が大きいため、そ
れらの騒音への影響を検証した。
　そこで、成田空港の34L滑走路において後方指
向性を測定したのと同期間の2020年10月の1週間
に近傍にて別調査を行った7）（図3）。滑走中の騒
音の変化を確認するために、滑走路と平行に騒音
計を配置し150m間隔で、1500mにわたって騒音
を測定した。通常、滑走開始後早々にエンジン回
転数が安定、速度は継続して加速するので、主に
速度変化と騒音の関係性を見ることができる。
結果としては、機体の速度が上昇するのにした

がって、LAmaxで数dB程度下がっていく傾向が確
認できた。これは速度変化に応じて修正正味推力
が下がった影響ではないかと推測することがで
き、この結果に基づいた予測精度の改良について
検討しているところである。

5	地表面の過剰減衰
　騒音の伝搬経路に地面が近い・受音点に対し
て航空機の仰角が低いといった場合は、地表面の
音の吸収・翼面反射等の影響がある。この影響は、
距離減衰、空気吸収減衰とは別の、地表面の過剰
減衰として知られ、これを適切に予測するための
モデルとして、SAE AIR17518）やその更新版の
AIR5662 9）が広く使われている。これらのモデル
では仰角をパラメータとした空中－地上伝搬と
水平距離をパラメータとして地上－地上伝搬の
2つの要素から過剰減衰量を算定しているが、こ
れらの両方において、常時監視局等の結果との差
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異が存在する場合があったため、他機関との共同
研究により2000年ごろから継続的に成田、仙台、
新千歳、鹿児島などでの調査およびモデルの検討
を行ってきている。比較的近年に行った中長期
の調査としては、成田の34L滑走路付近において
2015年から2016年にかけて4季節にそれぞれ7日
間の測定を行っている10）（図4）。測定結果として
過剰減衰の発生は確認できたが、既存のモデルに
比べて減衰量がやや少ない傾向が見られ、他調査
の結果も合わせた予測モデルの改良について検
討しているところである。

6	まとめ
　当研究センターではこれまで騒音影響の大き
い滑走路周辺について、防音壁、後方指向性、正
味推力、地表面過剰減衰といった補正要因につい
て予測精度を改善すべく調査とそのデータに基
づく予測モデルの改良を進めてきた。一部の補正
要因については補正量のオーダーが10dB以上に
もなる上に、近年の航空機の技術改良および機材
更新により航空機騒音の周波数構成やそれに基
づく伝搬量が変わっていたりするので、精度を継
続的に確認することが求められている。補正要因
ごとにそれぞれ適した調査を実施しているが、結
果と照らし合わせると既存のモデルに整合はす
るもののやや違いが見られる場合があり、モデル
改良の余地がある可能性が示唆されている。モデ
ル改良には調査データを積み重ねる必要がある
ため、今後も予測精度を向上させるための取組み
を引き続き継続していきたい。
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